
青色申告 V.３の取扱説明 

 

青色申告を難しいと思っていませんか？ 

税理士、会計士に多額の金額を支払い依頼していませんか？ 

でも、自分自身でも帳簿を記帳しなければなりませんね、 

市販のソフトは項目が沢山有りすぎて戸惑い、扱い憎い、難解、誤入力で苦労

していませんか？？ 

使い慣れたエクセルで本格的な使いやすく、青色申告に必要な科目のみで記帳

ミスが無い 

たのしく簡単らくらくエクセルで青色申告 

 

１０の簡単さ 

１・・使い慣れたエクセルで簡単に記帳し決算書まで作成 

２・・記帳は現金出納帳、仕訳伝票、元帳直接の３種類の記入が可能 

３・・摘要仕訳方式にて記載防止、補助名（得意先、仕入先、銀行等）も表示 

４・・科目訂正、金額訂正、追加は元帳にて簡単に変更可能 

５・・元帳から各帳票（６０科目）に２，３秒で転送 

６・・メニューから各科目帳票、決算書項目（損益計算書、貸借対照表、他）

の確認が可能 

７・・補助集計表にて得意・仕入他の各月別、年集計、科目集計の確認が可能 

８・・減価償却費計算は科目名、名称、購入金額のみで後は自動計算 

９・・減価償却費計算は平成１９年４月以前、以後の定額法、定率法共に対応     

済 

１０・・決算時の表紙（損益計算書）は税務署仕様の印刷が可能、他の決算書

はそのまま印刷し税務署に提出し完了 

 

取扱いについての説明は下記のアドレスまでに問合せ願います（仕訳方法を除

く）、また、今回は閲覧見本ですので更新は出来ません。使用希望の方は吟味の

うえ下記まで連絡下さい、登録後にメール添付にて青色申告 V3（空）をお送り

します。 

  

氏名（又は企業名） 

住所を記入 

連絡先  ms_310@nifty.com        

佐藤 正幸 

mailto:ms_310@nifty.com


 

 

 

 

（機能・特徴） 

伝票入力は現金出納帳、仕訳伝票で入力出来ます。間違いを防ぐ為に摘

要仕分方式を採用し借方、貸方を読み出しミスを防ぎ、補助名（得意先、

仕入先、銀行等）を作成済ですと一緒に表示され速やかに日常的な入力

が可能です。転記ボタンで各項目に転記し速やかに確認出来ます。 

総勘定元帳で削除、訂正、追加（伝票入出時）入力が可能です、月日の

並び替えも出来ます、元帳、現金出納帳他が月日順になり残高の確認が

出来ます。 

減価償却費計算は平成１９年４月以前、以後の定額法、定率法に対応済

みです 

（起動） 

セキュリティが掛かれ読み込み不可能の時は Excelを起動し（ツール）

→（マクロ）→（セキュリティ）で４番目の低レベルをチェックし（OK

ボタン）を押して、Excelを閉じます、再度ファイルを読み込みます 

（手順） 

 ・ファイル「青色申告ｖ２（空）」を選択します 

 ・起動しますと「所得税青色申告決算書」のメニューが表示されます。 

・「初期登録」→「社名登録」→「前年度の棚卸高を登録」→「貸借対

照表」で前年度残高を登録→「減価償却費」名称、金額登録→「名前を

付けて保存」（例青色申告 V2(平成２２年)）→「閉じる」 

・「登録したファイルを立上げる」→「元帳へ」→「仕訳日記帳」又は

「現金出納帳」→「記載終了」→「上書き保存」 

（決算） 

・「売上」「仕入」を選択し月別仕訳→「各科目の金額の確認」 

・「専従者給与」「給与賃金」を選択し個人別に仕訳→「各科目の金額の

確認」 

→「源泉徴収額の記入」 

・ 「減価償却費」を選択→「貸借対照表」に転送→下段の「利子割引

料の内訳」「地代家賃の内訳」「税理士・弁護士等の報酬・料金の内

訳」「本年度中における特殊事情」を記載 

・「棚卸高」を選択→「今年度の棚卸高を登録」 



 

・「貸倒引当金」を選択し金額を登録 

・「上書き保存」→「印刷」→「決算書の終了」→「年度更新」→「名

前を付けて保存」 

 

≪メニュー≫ 

 起動しますと「所得税青色申告決算書」のメニューが表示されます。 

 

 



科目、項目を合せクリックしますと科目名の項目に移動します 

上の左から 

「初期登録」・・・勘定科目、摘要、補助名等の設定をします 

「年度更新」・・・年度更新時に使用し初期設定以外の項目を削除しま

す。 

「社名登録」・・・自社名、住所、年等の登録をします 

「補助集計表へ」・・補助科目名の月、年、科目集計の内容を表示しま   

す 

「月別売上・仕入」・・月間別の売上、仕入金額を表示します 

「元帳へ」・・・・総勘定元帳の表示をします、現金出納帳、仕分日記

帳の入力をします 

「損益計算書」・・損益計算書の表示になり、確認します 

「貸借対照表」・・貸借対照表の表示になり、確認します 

「各勘定科目名」・各勘定科目名の帳票表示になり、確認します 

 

「初期登録」 

科目名登録 



 
（勘定科目列）・・科目名が入力済です、黄色の科目名は変更不可能です。 

    白枠の科目名のみ追加出来ます 

摘要名登録（仕訳伝票用） 

摘要名登録（現金出納帳用） 

新規の科目名

を書き込む 

 

新規の科目名

を書き込む 

 

新規の科目名

を書き込む 

 



 

 
仕分伝票、現金出納帳用の摘要名は６０件まで登録出来ます 

（仕分伝票 摘要）仕訳伝票時に使用します、追加、削除も出来ます 

自己責任で変更してください 

（現金出納帳 摘要）現金出納帳時に使用します、追加、削除も出来ま  

す 

補助名登録 

 



 

補助名は６０件まで登録出来ます 

（補助名）・・・・普段使用頻度の多い得意先、仕入先、銀行名等を登

録します、左側から科目名（選択）、補助名（得意

先、銀行名等）、前年度繰越金を入力してください 

（注意） 

・科目名は固定されています、変更がある方は登録時に申し出て下さい 

・科目名、摘要科目、補助名等は次回の起動から使用できますので、保存し

再度起動して下さい 

・誤操作によりエラーが生じた時は再度立ち上げて下さい（内部の記録が消

滅してしまう為） 

  

「社名登録」 



 

シート「初期登録」の中ほどにあります、項目ごとを記入します、損益

計算書の各項目に反映されます。 

社名登録の右側は減価償却費に使用しますので、変更、削除をしないで

下さい 

 

「総勘定元帳」 

 

 メニューに移動 

 

現金出納帳のウイ

ンドーが開きます 

仕訳伝票のウイン

ドーが開きます 



 

 
総勘定元帳ページで日常の伝票・日記帳を記入します。 

「メニューボタン」説明  

・「損益計算書」「貸借対照表」「メニュー」ボタン 

各帳票に共通で、それぞれの項目に移動します。 

 

・「現金出納帳」入力ボタン 

 

現金出納帳入力ボタンを押しますとウインドーが開きます、月

日を入力します摘要入力になりプールダンメニューから選択し

入力項目の

数だけ印刷 

元帳を科目別

に転送します 

補助名の明細

仕訳に移動 



ます、選択された科目名が表示されます、また、補助名があれ

ば最初の補助名が表示され選択します。選択された摘要名から

収入金額または支払金額が消えて入力ミスを防ぎます。金額を

入力して次の行に移動します、すべての項目を入力終了しまし

たら転記ボタンを押し各科目に転送されてウインドーを閉じま

す 

・「仕訳伝票」入力ボタン 

 

仕訳伝票入力ボタンを押しますとウインドーが開きます、月日

を入力します摘要入力になりプールダンメニューから選択しま

す、選択された科目名が表示されます、金額を入力します、複

式に対応されていません。すべての項目を入力終了しましたら

転記ボタンを押します、各科目に転送されてウインドーを閉じ

ます、確認をします 

・「元帳転送」ボタン 

日付、科目、金額等を変更、訂正、削除をしたときに使用しま

す。 

元帳を各科目に転送します、２，３秒で終わりますので、メニ

ューに戻り各科目ごとに確認します 

・「補助仕訳」ボタン 

補助仕訳の画面になります、科目名、補助名ボタンを押します、

科目名の中から表示したい科目名、補助名を選択します、残高



があれば表示します、良ければ開始ボタンを押してください、

明細が表示されます、ここでの変更は出来ません 

・「印刷」ボタン 

項目数の印刷を行います、元帳の印刷は大量の印刷になります

ので、決算後にまとめて印刷し保管 

 

 

 

補助集計 

 
科目名、補助名の集計表、前年度繰越、本年度合計、各月別の集計です 

変更は出来ません、科目の明細は科目上をクリックして移動出来ます 

補助明細 



 

１行目にある科目名又は補助名をクリックします 

 

ウインドーが開きます、科目名、補助名を選択します 

前年度繰越金があれば表示されます 

「開始」ボタンを押します 



 

補助名の明細が表示します、変更は出来ません 

 

「月別売上、仕入、給料等の内訳」 

 

月別の売上、仕入の年間の内訳を表示します 

給料賃金、専従者給料はメニューで項目を選択にて給料、賞与を振り分けて表

示します、決算期に源泉徴収の金額、その他の項目の金額を記入します 



 

 月別売上、仕入金額 

メニュー、損益計算書の売上、仕入ボタンで月別の集計をし、

メニューの月別売上・仕入ボタンで（月別売上（収入）金額及

び仕入金額）にて集計表で確認できます。 

 

 

「減価償却費の計算」 

 
 

 
 メニュー、損益計算書で減価償却費を選択します、 



科目名・・メニューから選択します 

減価償却資産の名称を入力 

面積又は数量を記入します 

取得年月を入力（１月の様に一桁の時は２３．０１） 

償却の基礎は後程に自動的に入力しますので空白 

償却方法もメニューから選択します平成１９年４月以前は旧定額、旧定

率法になります（新旧は記入しなくても構いません、後程に

表示します） 

耐用年数は税務署の冊子を参考にして記入します 

償却率も税務署の冊子を参考にして記入します記入しなくても構いま

せん、後程に表示します） 

本年中の償却期間は本年度に使用した月を記入します（年度の途中での

入れ替えがあるために必ず記入してください） 

次の行に移り順次記入していきます。 

 

減価償却費の画面でカーソルを右の方向に移動すると未償却残高（期末

残高）計算の表が出ます 

 

 

 

番号・・・減価償却表の番号を入力し読込ボタンを押します、書込済の

時は表示されます、未記入、新規登録のときは上記に帰り記

入し再度番号を押してください、エラー表示のときは再起動

をお願いします 

 １年目から耐用年数＋５年間の表が表示され、申告年は初期



登録時の申告年で赤色の文字になり確認し易いです 

 取得方法、償却率、本年度中の普通償却費、未償却残高を転

送します。 

申告年が変わる時は１番から順位に読込、書込みを繰り返し

ます 

貸借対照表書込ボタンは科目名ごとに貸借対照表に書込みを行います、

確認をお願いします 

 

 

決算書の一覧表 

＜所得税青色申告決算書＞ 

 

 

税務署に提出用の印刷 



 

 

売上、仕入、給料賃金、専従者給料、その他の印刷 

 

 

減価償却費、その他の印刷 



 

貸借対照表の印刷 

 

 

 

「年度更新」 

決算終了後に次年度の更新をします。 



「メニュー」の「年度更新」をクリックし「Yes」を選択 

更新が始まり、総てのデーターがクリアーされます 

「貸借対照表」「棚卸資産」の繰越金は左の前年度に移動します。 

終了後、「社名登録」に移動し年度を書き換えて下さい 

名前を付けて保存します。 

 

 

 

「ご意見、質問先」 

 氏名（会社名）、住所を添付 

 申し込み先 

   m_sato@nifty.com 

      佐藤 正幸 

mailto:m_sato@nifty.com

